
退院時カンファレンスに参加することで… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年 6 月号 

 

パープル通信 

退院支援について 

A 様 

病院で介護指導を実施したが、家族の理解

度が低く、とろみつきの水を飲ませなくて

はいけないところをとろみなしで退院当日

に飲水させた。訪問看護師が次の日に介入

したが、誤嚥性肺炎となり再入院。 

 

B 様 

在宅酸素療法を導入し退院。 

病院から在宅酸素について説明を受けたが

本人、家族の酸素の重要性を理解できてお

らず、酸素を外して入浴をしていた。 

平素は訪問看護リハビリステーションパープルにご理解とご協力いただき、誠にありがとうご

ざいます。今回のパープル通信のテーマは退院支援です。 

看護師として利用者様に関わらせていただいている中で、病院、訪問診療、ケアマネージャー

など多職種との連携は欠かせないと常に感じております。 

特に病院からの退院後、状態が変化した利用者様や新規で介入させていただく利用者様に関し

て、病院での様子や退院前指導の状況を共有する必要性があると考えています。その背景には

パープルで介入させていただいている利用者様で気に掛かることがありました。 

以下の事例を紹介いたします。 

家族の理解度を確認。 

カンファレンス内で共有し、病院から訪

問看護へ指導内容を引き継げる。 

退院後も訪問看護師から指導実施し、

再入院を防げる。 

本人、 家族の理解度を確認。 

カンファレンス内で日常生活をイメー

ジした酸素の取り扱い方法を全員で共

有。適切に酸素を取り扱うことができ

る。 

→裏面へ 



 

 

 

 

お問い合わせ先   事業所番号 1166390074 

埼玉県日高市高麗川 2-2-10 小岩井ビル 1 階 

TEL 042-978-9280  FAX 042-978-9290 

営業時間 月～金：8：20～17：20 土日祝祭日休 

ホームページ https://www.nursingstation-purple.coｍ 

【 看護師は状況に応じて土・日・祝 緊急訪問対応可 】 

 

〇：空きあり   △：お問合せ下さい 

Ns PT OT Ns PT OT Ns PT OT Ns PT OT Ns PT OT

AM 〇 △ 〇 〇 △ △ 〇 △ △ 〇 △ △ 〇 △ △

PM 〇 △ 〇 〇 △ △ 〇 △ △ 〇 △ △ 〇 △ △

金月 火 水 木

空き状況（6月上旬） 

看護サマリーや電話連絡では、医療者と本人、家族のズレを見抜くのは難しいです。 

その中で退院時カンファレンスは、全員が顔を合わせ話し合いをすることができるため、 

本人や家族の在宅生活への安心につながり、訪問看護師もよりよい看護を提供できると考えており

ます。 

退院時カンファレンス実施の際は、参加させていただきたいので、

パープルにお声がけください。よろしくお願いいたします。 

現在の空き状況です。 

引き続き、主に看護師のご依頼を受け付けておりますのでご相談ください。 

随時変動しますので、リハビリについてもお気軽にお声がけください。 

 

https://www.nursingstation-purple.co/

